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未
来
を
支
え
る
若
者
の
定
住
促
進

と
通
学
支
援
に
つ
い
て

	

本
市
で
は
「
若
者
未
来
応
援

戦
略
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、若
い
世

代
の
人
口
流
出
は
依
然
と
し
て
課

題
で
あ
る
。
大
学
や
専
門
学
校
へ

の
進
学
時
に
自
宅
か
ら
通
学
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、定
住

促
進
や
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ

で
市
外
へ
通
学
す
る
大
学
生
等
へ

の
通
学
費
負
担
軽
減
の
考
え
方
、神

戸
・
大
阪
方
面
へ
の
遠
距
離
通
学

者
支
援
や
姫
新
線
利
用
促
進
を
目

的
と
し
た
補
助
制
度
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

市
外
へ
通
学
す
る
大
学
生
等

へ
の
定
期
券
購
入
費
補
助
な
ど
は
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
現
時
点
で
考

え
て
い
な
い
。
直
接
的
な
支
援
を

継
続
・
進
化
さ
せ
、若
い
世
代
の
流

出
抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
。

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
地
・
た
つ
の
市

へ
の
相
撲
巡
業
の
誘
致
に
つ
い
て

	

野
見
宿
禰
ゆ
か
り
の
ま
ち
と

し
て
、
大
相
撲
地
方
巡
業
誘
致
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

	

過
去
に
市
民
有
志
が
市
内
体

育
館
の
ア
リ
ー
ナ
の
広
さ
や
、
収
容

人
員
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
の
体
育
館
も
巡
業
を
満
た

す
規
模
で
は
な
く
、
断
念
し
た
と
聞

い
て
お
り
、
現
在
の
体
育
館
の
規
模

は
、
当
時
と
同
じ
状
況
な
の
で
誘
致

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

	

健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
、
防
災

拠
点
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ
施
設

と
し
て
多
目
的
ド
ー
ム
を
整
備
す

る
考
え
を
伺
う
。

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
含
め
た
各

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
定
め
た

「
た
つ
の
市
公
共
建
築
物
再
編
実
施

計
画
」
と
の
整
合
が
取
り
に
く
い

こ
と
や
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
終
了
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
将
来
の
課

一
般

質
問

中
の

動
き

の
あ

る
写

真

Q
R

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野
駅
西
側
周
辺

整
備
と
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て	

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
本
竜
野
駅
西
側

で
計
画
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地

複
合
施
設
に
つ
い
て
、駅
前
の
新
た

な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
利
用

し
、交
流
で
き
る
施
設
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、全
天

候
型
ス
ペ
ー
ス
の
機
能
や
民
間
活

力
の
方
向
性
、小
宅
公
民
館
・
旧
保

育
園
跡
地
の
利
活
用
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
と
の
連
携
に
よ
る
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

	

今
年
度
に
お
い
て
、複
合
施
設

の
規
模
、導
入
す
る
機
能
や
利
用
形

態
、
民
間
施
設
の
業
種
、
周
辺
施
設

と
の
連
携
、
事
業
手
法
、
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、事
業
費
等
の
様
々
な
検

討
を
反
映
し
た
基
本
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
中
心
市
街
地

に
お
け
る
交
流
や
文
化
の
機
能
を

集
約
し
、
地
域

の
賑
わ
い
創

出
や
回
遊
性

向
上
を
促
す

ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な

る
よ
う
基
本

計
画
を
策
定

す
る
。

題
と
す
る
。

家
庭
介
護
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て	

本
市
に
お
け
る
在
宅
介
護
の

現
状
と
、
家
庭
介
護
者
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
か
を
伺
う
。

	

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
介

護
高
齢
者
の
増
加
、
介
護
期
間
の
長

期
化
な
ど
に
よ
り
、
介
護
ニ
ー
ズ
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
核
家
族
化
の
進
行
に

よ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、

家
族
を
め
ぐ
る
状
況
も
変
化
し
て

い
る
。

　

在
宅
介
護
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
の
相
談
支
援
や
「
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策
定
に

当
た
り
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
か
ら
把
握
に
努
め
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
老
老
介
護
、
仕
事

と
の
両
立
、
精
神
的
、
身
体
的
な
介

護
疲
れ
、
経
済
的
負
担
な
ど
、
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
事
を
認
識
し
て
お

り
、
引
き
続
き
、
介
護
者
へ
の
負
担

軽
減
に
努
め
る
。
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